
生涯学習で「元気な入間」の実現へ
生涯学習とは・・・・

一人一人が、健康で豊かな生活を営むことや、仕事に役立つ知識や技術を身
につけたり、生きがいのある充実した人生にするために、自分の意思に基づき、
必要に応じて自分に適した手段や方法を選んで、生涯を通じて行う学習活動
のこと

いるまの生涯学習 《いるまなびと》

2020年度「まちの先生」年度報告

入間市生涯学習をすすめる市民の会
https://irumanabito.net/

2021年3月
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「だれもが生涯にわたって、いつでも、どこでも学ぶこ
とができ、学んだことを暮らしや地域に活かすことので
きるまち」を目指します。
キーワード：いるまなびと（地域の仲間と学ぶ市民）

ビジョン： いるま生涯学習プラン２１ 第4次生涯学習推進計画



まちの先生
リスト登録者

まちの先生の位置づけ

仲間に教えるいるまなびと

地域の仲間と学ぶいるまなびと

まなびを活かすいるまなびと

＜学びの活用＞

頑張る市民（自分へのチャレンジ）

切っ掛けが欲し
い・・

仲間に教えたい・・

学びの成果を
活かしたい・・

仲間に教えることで、自らの学びを深める「いるまなびと」
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＜学びの深化＞

＜仲間／地域へ＞

個人で学ぶ市民

２つの出番：
１．依頼による派遣
２．まちの先生講座

いるまなびと：地域の仲間と学ぶ市民



まちの先生の出番実績

1. 依頼による講師派遣

– リスト登録者：61名＜73テーマ＞（2021.3月現在）

– 学校、公民館などにリスト配布

– 今年度、4回（3名）の講師派遣

2. まちの先生講座

– 市民と行政の協働事業
• 市民が企画・運営、行政が公共施設提供・事務局

– 9年連続で講座を開催

– 本年度の実施状況＜次ページ以降＞
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# まちの先生 回数 依頼元

1
不二山礼子
（椅子ヨガ）

2 行政

2
高木 映子
（気功）

1 行政

3
町田 美沙
（パソコン）

1 行政

（事務局への依頼分のみ）



開講講座22のテーマ・先生
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講座テーマ まちの先生 講座テーマ まちの先生

今流行りのリモート講座／会議って何、どうやるの？
市民の会
（渡部直也）

川柳は日本のうた！五・七・五で人生を詠んでみよう 開坂 武彦

最高の暮らしが始まるお片付け講座(オンライン講座) 樋野 さおり 茶道の世界 シリーズ⑨ 茶道の歩みと炉基本点前 久下 宗光

こんな時どうする？―冠婚葬祭と進物の基礎知識 小林 明人 鉛筆デッサンに挑戦！正確に描くコツを教えます 武田 惠子

ハッピーな老い支度のススメ 川畑 静美 りんごの量感画（臨床美術） 山増 智子

プリザーブドフラワー アレンジレッスン
Sweet Rose 
Garden

良く飛ぶヒコーキを作ろう 国本 勝次

ハワイアンフラ（初心者から経験者まで） 北田 一美 シニアも楽しめる Scratchでプログラミング 佐藤 享

必要なのにできない音楽 ～今こそ考えよう介護予
防～

望月 雅枝
「初めての決算書の見方」 ～優良な会社の見つけ
方

池田 洋子

気功で自分の心と身体を整えよう！ 髙木 映子
城の見方・歩き方③ 甲信越・北陸地方の城（平城
の集中地）

指田 博行

椅子ヨガで安全安心に体の喜ぶヨガを楽しみましょう 不二山礼子 観る！聴く！解る！世界遺産検定3級ガイダンス 坂田 浩

いるまの近代化、現代への証を訪ねて 岡野 亘 地震や火山の疑問 佃 為成

着物(浴衣)でのポージングと礼儀作法、ふる舞いを学
ぼう

若柳 正桜 英会話をエンジョイしよう！ランクアップを目指して 宮下 政博

－企画案30の内、22講座を開講－



2020年度まちの先生講座 実施状況
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項 目 内 容 前年度 備 考

実施期間 2020/10/6～2021/3/25 10/8～2/21 平日午前午後（例外で土曜・日曜）

講座種別 22講座 31講座 企画案30の内、22講座を開講

実施コマ数 48コマ 98コマ 8コマ/講座(1)、3コマ(7)、2コマ(5)、1コマ(9)

延べ受講人数 324名 685名 1受講生が複数コマ、複数講座参加

受講生総数 163名 230名 講座登録者総数（欠席者も含む）

スタッフ総数 延べ5名 延べ31名 市民の会

開催場所 イルミン、公民館、ALIT、他※ ほぼ同様 ※武蔵豊岡教会

2020年度の特徴：

– コロナ禍での外出自粛の影響を受け、盛況だった昨年度
に比べ講座企画数、講座実施数、参加受講生数が減少

– 新たな講座形式としてオンライン化の取り組みが始まり、
市民の高い関心を得る



これまで９年間の実績（2012年度より）

• ９年間に210講座を開講して、延べ3,237名の市民が受講
特徴：2016年減少（イルミン工事、冬季募集）、2019年急増（拡張型の５講座）

2020年減少（コロナ禍での外出自粛）
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（２） 講座数と実施コマ数
９年間 講座総数 210

９年間 実施コマ総数 462

（１） 登録受講生数と延べ受講生数（名）
９年間 延べ受講生総数 3,237名
９年間 登録受講生総数 1,512名



受講生アンケートの結果
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 受講者の約98%が満足
 受講費は約98%が妥当／安いと評価
 広報いるま（52%） 、チラシ（44%）

受講費はいかがですか？

講座の感想は？

凡例
HP：ホームページ

2020年度：149名の受講者アンケート（対象163名）

チラシの内訳

何で知りましたか？



今年度総括と次年度に向けて

• 今年度総括

– これまで順調に発展してきたが、2020年度は新型コロナ
の大きな影響あり（講座企画数減、受講生数減など）

– 感染防止対策を講じて、講座は安全に実施できた

– 新規にリモート講座／会議の講座を企画し、多くの応募、
実際の講座をオンラインで実施し、受講生の好評を得る
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• 次年度に向けた方針

– 引き続き感染防止に配慮して講座を継続していく

– その上で、ウイズコロナの新常態に対応した講座の展開
方向を模索する：
• オンライン講座に関する学びの場の提供

• オンライン講座の運営法／事務手続きなどの試行



受講生の声（1/2）

– リモート会議は今後職場でも必要。ていねいに教えて頂きました

– 片付けと運気アップの関わりが分かった。リモート講座があればまた
受講したい

– わかりやすく、中身の濃い講座で大変ためになった。冠婚葬祭講座の
続編を希望

– 先生の話し方がとてもわかりやすかった。もう少し時間が欲しかった

– フラワーアレンジが楽しかった。また、このような機会が欲しい

– ハワイアンフラを優しく丁寧に教えてくれた。親近感がわき、癒された

– 音楽療法の方法や考えなどが、楽器や歌で実際に体感できた

– 気功の基本型を教えて頂き、個々の症状への対処法も助言頂いた

– 椅子にすわってのヨガは体の負担もあまり感じず全身運動ができた

– 自分の住んでいる所の歴史を学ぶことができた。ホルンの演奏感動
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＜参考＞



受講生の声（2/2）

– 受講生１人でしたが大変ていねいに川柳を教えて頂きました

– 講座もお茶席もとてもお勉強になりました！！とても新鮮でした

– 一枚のデッサン用紙に集中でき、充実した楽しい時間を過ごせました

– オイルパステルは色が出易く、重ねたり、けずったりが面白かった

– 短時間にこんなに沢山の型のヒコーキをありがとうございました

– 初めてのプログラミングで面白かったがまだまだ使いこなせない

– 毎回の資料がカラーでみやすく、内容が濃いものだった

– 城の見方の過去の資料をいただくことができて大変満足

– 「質問が有れば…」と先に疑問を伺って、納得いく回答を得ました

– Zoomアプリを入れてもらって、使えるようになったのが楽しかった
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＜参考＞



まちの先生の声（1/2）

– スマホを対象としてリモート会議の講習、更に進んだ方は開催側にも
興味

– 初めてのZoom講座は思った以上に楽しく、円滑に講座が開催できた

– PC、プロジェクタがあり30分で1人で会場準備するのはキツかった

– 受講者の年齢も平均しており、質問もあって話しやすい雰囲気でした

– 公民館の除菌セットだけでは十分でなく、自前のものも使用した

– 会場準備や受付対応は講師一人では大変だった

– 参加者2名だったが専門知識と学ぶ気持ちがあり、とても遣り甲斐が
あった

– 公民館の方に大変お世話。地域の参加者が足りずサークルができな
かった

– 公民館の方に、案内表示や写真撮影のお手伝いをして頂き助かった

– ‟まちの先生講座„の紹介の写真展を市役所内で行ってほしい
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＜参考＞

幾つかの課題については今後、連絡会などで改善方法を議論する予定



まちの先生の声（2/2）

– 開催場所の問題か参加者１名のみ。次回は市内中央側で開催を希望

– 市民の皆様と共に勉強させて頂く機会はとても貴重な事だ

– 教え方について満足かを問う受講者アンケートの設問は、講師として
受け入れにくい

– 「公民館だより」にも掲載していただき、公民館の協力を感じる

– 作り方を最初から教えたいのですが時間に限りがあることを受講者に
ご理解いただいた

– 公民館の職員の方が大変協力的だった。感謝

– 専門的な用語も理解した熱心な受講生がいました。皆様が勉強を重
ねている事が分かった

– もっとインターネットを活用したPR、手続方法に変えて欲しいと思う

– 受講生に事前課題を与え、講座では各自のレベル／課題に応じて個
別対応する形態もあるのでは
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＜参考＞

幾つかの課題については今後、連絡会などで改善方法を議論する予定


